
成
に
向
け
た
取
組
の
適
切
さ
を
評
価

て
、
更
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
意

識
し
た
取
組
を
行
う
よ
う
指
導
し
て

お
り
ま
す
。
学
校
評
価
の
結
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、
法
令
に
基
づ
き
、
教

育
委
員
会
へ
の
報
告
を
義
務
づ
け
る

と
と
も
に
、
各
学
校
の
実
態
に
応
じ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
だ
よ
り
等
を

通
じ
て
、
家
庭
や
地
域
に
公
表
す
る

よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

〔
質
問
〕
総
務
省
提
唱
の
「
公
共
情
報

コ
モ
ン
ズ
」
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

を
す
る
価
値
が
大
い
に
あ
る
と
思
う

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

〔
答
弁
〕
公
共
情
報
コ
モ
ン
ズ
は
、
総

務
省
が
全
国
の
自
治
体
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ
情
報
基
盤

と
し
て
提
唱
す
る
も
の
で
、
災
害
情

報
や
イ
ペ
ン
ト
情
報
な
ど
の
公
共
情

報
を
、
一
括
の
操
作
に
よ
り
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の

で
、
迅
速
か
つ
正
確
に
情
報
発
信
を

行
う
た
め
、
運
用
体
制
の
整
備
な
ど
、

調
査
研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

〔
質
問
〕
学
校
や
公
共
施
設
が
避
難
所

に
な
る
が
、
災
害
対
策
本
部
と
情
報

の
や
り
と
り
を
す
る
際
に
、
衛
星
電

話
等
を
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
蕨
市
で
は
、
災
害
時
に
お
け

る
連
絡
手
段
の
確
保
と
し
て
地
域
の

防
災
拠
点
と
な
る
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
防
災
行
政
無
線
の
携
帯

無
線
機
を
配
備
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
は
、
学
校
や
そ
の
他
の
公
共
施

設
へ
の
整
備
を
進
め
、
災
害
時
に
お

け
る
連
絡
手
段
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
衛

星
電
話
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

災
害
時
に
お
い
て
通
信
網
が
寸
断
し

た
状
態
で
も
、
連
絡
が
と
れ
る
有
効

な
通
信
手
段
で
あ
る
た
め
コ
ス
ト
的

な
面
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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蕨
市
で
は
、
昭
和
34
年

の
市
制
施
行
後
、
４
次
に

わ
た
り
、
総
合
振
興
計
画

を
策
定
し
て
き
て
お
り
、

現
行
の
第
４
次
振
興
計
画

に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年

か
ら
の
10
年
間
を
計
画
期

間
と
し
、
平
成
25
年
度
で
、

そ
の
期
間
を
終
え
る
こ
と

に
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た

に
平
成
26
年
度
を
初
年
度

と
し
た
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
改
革
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
平
成
23
年

８
月
に
地
方
自
治
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村

の
「
基
本
構
想
」
の
策
定

義
務
が
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。
蕨
市
に
お
い
て
は
、

市
政
運
営
の
基
本
指
針
で

あ
り
、「
基
本
構
想
」
が

含
ま
れ
る
「
第
４
次
蕨
市

総
合
振
興
計
画
」
が
平
成

25
年
度
を
も
っ
て
期
間
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
従

来
の
総
合
振
興
計
画
に
代

わ
る
、「
蕨
市
の
行
政
運

営
に
係
る
長
期
計
画
『
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
』
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

長
期
計
画
審
議
会
で
は
、

慎
重
な
審
議
を
重
ね
、
蕨

市
将
来
構
想
（
素
案
）
は
、

今
後
10
年
間
を
展
望
し
た

蕨
市
の
将
来
像
「
安
心
と

に
ぎ
わ
い　

み
ん
な
に
あ

た
た
か
い　

日
本
一
の
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」
に

向
け
て
、
都
市
形
成
の
課

題
を
的
確
に
捉
え
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
方
向
や
基

本
目
標
な
ど
、
そ
の
内
容

は
、
お
お
む
ね
妥
当
で
あ

る
と
答
申
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
第
４
回
定
例
議
会
が
、
平
成
25
年
８
月
30
日
（
金
）
よ
り
、
９
月
30
日
（
月
）
ま
で
の
32
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

９
月
議
会
は
、
決
算
認
定
・
補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
等
の
審
議
（
提
出
議
案
は
、
市
長
提
出
７
件
、
議
員
提
出
１
件
、
認
定
９
件
）
を
行
い
ま
し
た
。

公
明
党
市
議
団
は
、
今
議
会
に
お
い
て
も
、
市
民
の
代
弁
者
と
し
て
、
生
活
者
優
先
の
住
み
よ
い
活
力
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
各
常
任
委
員
会
討

議
・
一
般
質
問
を
行
い
、
市
長
を
中
心
と
す
る
執
行
部
に
対
し
て
徹
底
的
に
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

安心とにぎわい みんなにあたたかい

日本一のコンパクトシティ蕨

《ま ち の 将 来 像》

(１)安全で安心して暮らせるまち

(２)豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち

(３)みんなにあたたかく健康に生活できるまち

(４)にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち

(５)快適で過ごしやすく環境にやさしいまち

(６)一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち

ま ち づ く り の 基 本 フ レ ー ム （ 人 口 ・ 都 市 形 成 ）

みんなで未来の蕨を創る

ま ち づ く り の 理 念

(１)安全で安心で

きるまちをつくる

(２)にぎわいあふ

れる元気なまちを

つくる

(３)みんなにあた

たかくだれもが住

みやすいまちをつ

くる

ま ち づ く り の 基 本 目 標

「コンパクトシティ蕨」将来ビジョン推進のために

ま ち づ く り の 基 本 方 向

蕨
市
議
会
・
平
成
25
年
第
４
回
（
９
月
）
蕨
市
議
会
定
例
会

「コンパクトシティ蕨」将来ビジョン
蕨市将来構想（素案）構成図

（公明新聞抜粋）
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松
本　

徹 

議
員

〔
質
問
〕
市
民
と
行
政
が
心
を
通
い
合
わ
せ

協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
都

市
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
行
動

指
針
「
わ
ら
び
地
域
力
発
揮
プ
ラ
ン
」
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

〔
答
弁
〕
本
年
３
月
末
日
現
在
の
進
捗
状

況
と
し
ま
し
て
は
、
43
事
業
の
う
ち
既
に

実
施
済
み
の
も
の
が
28
、
実
施
を
決
定
し

て
い
る
も
の
が
５
、
準
備
・
検
討
中
の
も

の
が
10
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
１
つ
目
の
柱
「
更
な
る
地
域
力
の
創
造
」

は
、
蕨
市
市
民
参
画
と
協
働
を
推
進
す
る

条
例
の
「
み
ん
な
で
創
る
わ
ら
び
推
進
条

例
」
を
「
協
働
事
業
提
案
制
度
」
な
ど
関

連
制
度
と
併
せ
て
４
月
１
日
よ
り
施
行
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
築
く
新
た
な
協
働
関
係
」
は
、
昨
年
12

月
に
蕨
市
経
営
戦
略
推
進
本
部
会
議
に
お

い
て
制
度
内
容
を
決
定
し
、
本
年
５
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
協
働
事
業
提
案
の
募
集

を
行
い
、
２
つ
の
事
業
を
採
択
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
の
柱
、「
職
員
の
知
恵
と
力
の

発
揮
」
は
、「
市
民
と
心
通
わ
せ
、
市
民

と
共
に
行
動
す
る
職
員
」
と
し
て
職
員
の

意
欲
向
上
を
図
る
人
事
評
価
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
と
し
、
平
成
25
年
度
に
試
行
、
26
年

度
か
ら
の
本
実
施
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

３
つ
目
の
柱
、「
自
律
し
た
行
財
政
運

営
」
で
は
、「
多
角
的
な
手
段
で
確
保
を

進
め
る
財
源
」
と
し
て
市
役
所
庁
舎
を
活

用
し
た
広
告
事
業
の
実
施
を
決
定
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
本
年
５
月
に
、
市
役
所
庁

舎
有
料
広
告
事
業
者
の
募
集
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
３
社
か
ら
応
募
が
あ
り
、
広
告
収

入
額
や
表
示
板
の
維
持
管
理
体
制
な
ど
の

点
を
基
準
と
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

選
定
し
た
結
果
で
評

点
の
最
も
高
か
っ
た
、

株
式
会
社
宣
通
を
事

業
者
と
し
、
今
月
よ

り
、
庁
舎
内
に
市
内

地
図
案
内
板
、
庁
舎

案
内
表
示
板
及
び
広

告
板
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

協
働
事
業
提
案
制
度
に
つ
い
て
、
あ
ら
か

じ
め
市
が
指
定
し
た
行
政
課
題
に
基
づ
く

テ
ー
マ
を
設
定
し
た
「
指
定
テ
ー
マ
型
」

の
提
案
に
つ
い
て
募
集
を
行
っ
て
い
く
と

と
も
に
、「
多
角
的
な
手
段
で
確
保
を
進

め
る
財
源
」
と
し
て
、
国
・
県
・
民
間
企

業
等
か
ら
補
助
金
等
の
照
会
が
あ
っ
た
際

の
情
報
共
有
の
方
法
を
定
め
、
補
助
金
制

度
の
活
用
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ま
す
。

〔
質
問
〕
都
市
基
盤
整
備
事
業
の
「
蕨
駅

西
口
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
」

〔
答
弁
〕
第
２
・
第
３
工
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
負
担
の
大
幅
な
削
減
に
向
け
て
、

市
所
有
の
土
地
を
効
果
的
に
活
用
し
て
一

体
的
に
整
備
す
る
方
法
や
、
駅
前
広
場
の

施
設
規
模
を
見
直
す
た
め
交
通
量
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
公
共
施
設
整
備
の
内
容
も

含
め
て
、
事
業
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て

き
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
事
業
成
立

性
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
商
業
施
設

の
需
要
動
向
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
計
画

施
設
の
配
置
や
用
途
、
そ
の
規
模
な
ど
に

つ
い
て
、
地
区
協
議
会
を
通
し
て
ご
意
見

を
頂
き
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

〔
質
問
〕「
錦
町
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
」

〔
答
弁
〕
平
成
24
年
度
末
に
お
け
る
事
業

の
進
捗
状
況
は
、
仮
換
地
指
定
が
約
79.8

パ
ー
セ
ン
ト
、
建
物
移
転
が
約
55.2
パ
ー
セ

ン
ト
、
そ
し
て
街
路
築
造
が
約
68.4
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
事
業
の
推

進
に
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

〔
質
問
〕｢

中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て｣

〔
答
弁
〕
平
成
24
年
12
月
に
「
土
地
区
画

整
理
事
業
を
中
止
と
す
る
対
応
方
針
」
と

「
中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」

を
決
定
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
こ
の
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
土
地
区

画
整
理
事
業
を
は
じ
め
、
関
連
す
る
都
市

計
画
の
変
更
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

〔
質
問
〕
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
等
の

供
給
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

〔
答
弁
〕
本
年
に
入
り
株
式
会
社
伊
藤
園

よ
り
、
災
害
時
の
飲
料
水
等
の
供
給
に
つ

い
て
相
談
が
あ
り
、
平
成
25
年
８
月
22
日

に
「
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
等
の
供
給

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
内

容
は
蕨
市
内
に
お
い
て
、
地
震
、
風
水
害
、

そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
、
ま
た
は
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
市

の
要
請
に
よ
り
株
式
会
社
伊
藤
園
が
、
災

害
対
応
型
自
動
販
売
機
の
機
内
在
庫
品
の

無
償
提
供
や
営
業
拠
点
内
に
あ
る
飲
料
水

な
ど
の
供
給
を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

高
橋　

悦
朗 

議
員

公
会
計
制
度
に
よ
る
「
見
え
る
化
」

の
推
進
に
つ
い
て

〔
質
問
〕
本
市
の
公
会
計
制
度
改
革
へ
の

取
り
組
み
状
況
と
情
報
の
公
開
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
か
。

〔
答
弁
〕
現
在
、
総
務
省
か
ら
の
要
領
に

従
い
、貸
借
対
照
表
、行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、

純
資
産
変
動
計
算
書
、
資
金
収
支
計
算
書

の
財
務
４
表
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
の
完

成
及
び
公
開
に
向
け
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〔
質
問
〕
施
設
の
長
寿
命
化
や
統
廃
合
な

ど
を
適
切
に
判
断
で
き
る
た
め
の
資
産
管

理
台
帳
の
作
成
に
つ
い
て
は
で
き
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
現
在
、
決
算
統
計
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
資
産
の
積
み
上
げ
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
固
定
資
産
台
帳
に
つ
い
て
は
、
将

来
的
に
整
備
し
て
い
く
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

犬
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す
地
域

猫
活
動
の
支
援
に
つ
い
て

〔
質
問
〕 

地
域
住
民
と
飼
い
主
の
い
な
い
猫

と
の
共
生
を
め
ざ
す
地
域
猫
活
動
と
し
て

掌
握
し
、
不
妊
・
去
勢
手
術
、
場
所
・
時

間
を
き
め
て
の
エ
サ
や
り
と
片
づ
け
、
ト

イ
レ
の
設
置
・
清
掃
等
活
動
協
力
者
を
公
募

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

〔
答
弁
〕
地
域
猫
活
動
は
、
野
良
猫
の
自
然

繁
殖
の
抑
制
や
糞
尿
に
よ
る
悪
臭
、
鳴
き

声
と
い
っ
た
生
活
環
境
の
悪
影
響
を
防
止

す
る
こ
と
か
ら
有
効
な
活
動
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

十
分
な
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
あ
り
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

救
急
医
療
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導

入
に
つ
い
て

〔
質
問
〕
県
で
は
、
広
域
災
害
・
救
急
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ
る
受
入
医

療
機
関
搬
送
先
選
定
の
効
率
的
活
用
と
機

能
強
化
の
た
め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
そ
の

費
用
対
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

〔
答
弁
〕
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た

新
シ
ス
テ
ム
は
、
予
定
で
は
平
成
26
年
４

月
に
稼
働
し
、
県
内
全
て
の
救
急
車
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
し
、
救
急
車
内
で

容
易
に
病
院
検
索
や
収
容
依
頼
が
可
能
と

な
り
、
他
の
救
急
車
の
動
向
も
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
確
認
で
き
、
搬
送
先
の
集
中
化
が

避
け
ら
れ
、
傷
病
者
搬
送
時
間
の
短
縮
に

も
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
現

段
階
で
は
、
稼
働
前
で
あ
り
、
効
果
の
評

価
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

〔
質
問
〕
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
消
防
機
関
へ
の
補
助
方
式

と
な
っ
て
い
る
が
、
導
入
検
討
は
ど
の
よ

う
か
。

〔
答
弁
〕
救
急
医
療
の
現
場
で
は
一
分
一
秒

を
争
う
こ
と
か
ら
、
い
か
に
早
く
適
切
に

対
応
し
、
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
か
が
大

事
で
す
。
現
在
機

種
選
定
中
で
あ
り
、

早
い
時
期
に
導
入

し
、
一
刻
も
早
く

病
院
収
容
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
に

つ
い
て

〔
質
問
〕
消
防
庁
に
よ
る
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
状
況
の
推
計
結
果
に
基
づ
く
内

容
と
実
態
、
今
後
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
か
。

〔
答
弁
〕
消
防
庁
に
よ
る
火
災
警
報
器
設
置

率
に
つ
い
て
、
全
国
で
は
、
79.8
％
、
埼
玉

県
で
は
、
75.0
％
、
本
市
に
お
い
て
は
、

89.8
％
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
２
番
目
の
推

計
設
置
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

防
災
演
習
や
宿
場
ま
つ
り
、
自
主
防
災
会

の
消
防
訓
練
、
出
前
講
座
等
あ
ら
ゆ
る
機

会
で
、
市
民
に
普
及
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

県
の
デ
ー
タ
放
送
活
用
に
よ
る
本
市

の
事
業
参
加
に
つ
い
て

〔
質
問
〕
県
が
始
め
て
い
る
デ
ー
タ
放
送

サ
ー
ビ
ス
の
視
聴
と
内
容
及
び
効
果
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

〔
答
弁
〕
県
が
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
は
じ

め
、
災
害
時
の
緊
急
情
報
を
伝
え
る
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
テ
レ
ビ
埼
玉
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
よ
る
デ
ー
タ
放
送
の
運
用
を

開
始
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
な
い
方
で
も
、
テ
レ
ビ
埼
玉
で
様
々
な

情
報
が
見
れ
る
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
本
市
で
は
、
ウ
ィ
ン
ク
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
デ
ー
タ
放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ー
タ
放
送
の
配
信
は
無
料
で
、
蕨

市
Ｈ
Ｐ
や
テ
レ
ビ
広
報
ハ
ロ
ー
蕨
で
伝
え

た
市
政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
防
災
情

報
な
ど
が
、
デ
ー
タ
放
送
で
テ
レ
ビ
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

デ
ー
タ
放
送
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

大
石　

幸
一 

議
員

〔
質
問
〕
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
制

定
に
よ
り
、
本
市
は
今
後
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
今
年
６
月
に
「
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
い
じ
め
の
防

止
及
び
早
期
発
見
の
た
め
に
各
学
期
ご
と

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
元
に
個
人
面
談
等
を
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
の
悩
み
に
素

早
く
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
教
育
相
談

室
、
さ
わ
や
か
相
談
室
、
各
校
の
教
育
相

談
体
制
を
見
直
し
、
情
報
の
共
有
化
と
と

も
に
、
組
織
的
な
対
応
が
図
れ
る
よ
う
管

理
職
を
中
心
と
し
た
教
育
相
談
体
制
を
確

立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
と
の
連
携
も
不
可
欠
と

考
え
ま
す
。
こ
の
度
の
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
に
お
い
て
も
、
保
護
者
の
責
務
と

し
て
「
子
の
教
育
に
つ
い
て
第
一
義
的
責

任
を
有
す
る
も

の
」
と
定
義
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
保

護
す
る
児
童
が
加

害
者
側
に
な
ら
な

い
よ
う
に
日
頃
か

ら
規
範
意
識
を
養

う
た
め
の
指
導
等

が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
。

〔
質
問
〕
児
童
一
生
徒
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
理
解
を
広
め
て
い
く
の
か

〔
答
弁
〕
本
法
律
が
直
接
的
に
子
ど
も
達
に

関
連
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
主
旨
や
内
容

に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
向
け
の
資
料
等
を

作
成
し
、「
い
じ
め
を
し
て
は
い
け
な
い
」

こ
と
が
国
の
法
律
で
定
め
ら
れ
た
旨
を
、

周
知
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
策
定
し
た
「
蕨
市
い
じ
め

の
な
い
明
る
い
学
校
づ
く
り
宣
言
」
を
今

年
度
も
２
学
期
に
代
表
児
童
・
生
徒
を
集

め
、
宣
言
に
係
る
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

各
学
校
そ
れ
ぞ
れ
発
表
す
る
機
会
を
設
け
、

児
童
生
徒
の
理
解
を
深
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

〔
質
問
〕
小
・
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
推
進
を
ど
の
よ
う
な
計
画
で
進
め

て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
蕨
市
教
育
行
政
の
重
点
施
策
に
も

な
っ
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
学
習
や
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
の
た
め
の
環
境
整
備
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
で
は
、「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
の
情
報
手
段
に
慣
れ
親
し
み
、
適
切

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
を
、

中
学
校
で
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
情
報
手
段
を

適
切
か
つ
主
体
的
、
積
極
的
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
を
目
標
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
度
、
市
内
全
小
学
校
の
児

童
用
パ
ソ
コ
ン
の
入
替
に
と
も
な
い
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
実
物
投
影
機
、
電
子
黒

板
化
ツ
ー
ル
等
の
周
辺
機
器
が
導
入
さ
れ

ま
す
の
で
、
今
後
の
学
習
指
導
の
中
で
よ

り
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
教
職
員

の
資
質
向
上
も
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
携
帯
端
末
が
急

激
に
普
及
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ネ
ッ
ト

上
の
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
等
の
増
加
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で
、
児
童
生

徒
に
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
は
大
変
重
要
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
事
か
ら
、
各
学
校
に
お
い
て
、
外
部
講

師
を
招
い
情
報
モ
ラ
ル
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
、
携
帯
端
末
使
用
上
の
マ
ナ
ー
や
有

害
情
報
へ
の
対
応
等
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育

を
徹
底
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

〔
質
問
〕「『
学
校
評
価
』
の
公
表
に
当
た
っ

て
、
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
係
わ
っ

て
い
る
の
か
。」

〔
答
弁
〕
学
校
評
価
は
、
児
童
生
徒
が
よ
り

良
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
学
校
運
営

の
改
善
と
発
展
を
目
指
し
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
評
価
を
行
う
に
あ
た
っ
て

は
、
各
校
に
お
け
る
課
題
等
を
十
分
に
検

証
す
る
と
共
に
、
そ
の
課
題
に
対
す
る
施

策
の
遂
行
を
職
員
に
徹
底
さ
せ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
各
学
校
に
お
い
て
、
教
職
員
に

よ
る
自
己
評
価
や
、
保
護
者
な
ど
の
学
校

関
係
者
評
価
を
実
施
し
、
達
成
状
況
や
達

一
般
質
問
・
要
旨



成
に
向
け
た
取
組
の
適
切
さ
を
評
価

て
、
更
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
意

識
し
た
取
組
を
行
う
よ
う
指
導
し
て

お
り
ま
す
。
学
校
評
価
の
結
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、
法
令
に
基
づ
き
、
教

育
委
員
会
へ
の
報
告
を
義
務
づ
け
る

と
と
も
に
、
各
学
校
の
実
態
に
応
じ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
だ
よ
り
等
を

通
じ
て
、
家
庭
や
地
域
に
公
表
す
る

よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

〔
質
問
〕
総
務
省
提
唱
の
「
公
共
情
報

コ
モ
ン
ズ
」
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

を
す
る
価
値
が
大
い
に
あ
る
と
思
う

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

〔
答
弁
〕
公
共
情
報
コ
モ
ン
ズ
は
、
総

務
省
が
全
国
の
自
治
体
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ
情
報
基
盤

と
し
て
提
唱
す
る
も
の
で
、
災
害
情

報
や
イ
ペ
ン
ト
情
報
な
ど
の
公
共
情

報
を
、
一
括
の
操
作
に
よ
り
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の

で
、
迅
速
か
つ
正
確
に
情
報
発
信
を

行
う
た
め
、
運
用
体
制
の
整
備
な
ど
、

調
査
研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

〔
質
問
〕
学
校
や
公
共
施
設
が
避
難
所

に
な
る
が
、
災
害
対
策
本
部
と
情
報

の
や
り
と
り
を
す
る
際
に
、
衛
星
電

話
等
を
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
蕨
市
で
は
、
災
害
時
に
お
け

る
連
絡
手
段
の
確
保
と
し
て
地
域
の

防
災
拠
点
と
な
る
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
防
災
行
政
無
線
の
携
帯

無
線
機
を
配
備
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
は
、
学
校
や
そ
の
他
の
公
共
施

設
へ
の
整
備
を
進
め
、
災
害
時
に
お

け
る
連
絡
手
段
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
衛

星
電
話
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

災
害
時
に
お
い
て
通
信
網
が
寸
断
し

た
状
態
で
も
、
連
絡
が
と
れ
る
有
効

な
通
信
手
段
で
あ
る
た
め
コ
ス
ト
的

な
面
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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蕨
市
で
は
、
昭
和
34
年

の
市
制
施
行
後
、
４
次
に

わ
た
り
、
総
合
振
興
計
画

を
策
定
し
て
き
て
お
り
、

現
行
の
第
４
次
振
興
計
画

に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年

か
ら
の
10
年
間
を
計
画
期

間
と
し
、
平
成
25
年
度
で
、

そ
の
期
間
を
終
え
る
こ
と

に
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た

に
平
成
26
年
度
を
初
年
度

と
し
た
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
改
革
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
平
成
23
年

８
月
に
地
方
自
治
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村

の
「
基
本
構
想
」
の
策
定

義
務
が
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。
蕨
市
に
お
い
て
は
、

市
政
運
営
の
基
本
指
針
で

あ
り
、「
基
本
構
想
」
が

含
ま
れ
る
「
第
４
次
蕨
市

総
合
振
興
計
画
」
が
平
成

25
年
度
を
も
っ
て
期
間
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
従

来
の
総
合
振
興
計
画
に
代

わ
る
、「
蕨
市
の
行
政
運

営
に
係
る
長
期
計
画
『
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
』
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

長
期
計
画
審
議
会
で
は
、

慎
重
な
審
議
を
重
ね
、
蕨

市
将
来
構
想
（
素
案
）
は
、

今
後
10
年
間
を
展
望
し
た

蕨
市
の
将
来
像
「
安
心
と

に
ぎ
わ
い　

み
ん
な
に
あ

た
た
か
い　

日
本
一
の
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」
に

向
け
て
、
都
市
形
成
の
課

題
を
的
確
に
捉
え
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
方
向
や
基

本
目
標
な
ど
、
そ
の
内
容

は
、
お
お
む
ね
妥
当
で
あ

る
と
答
申
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
第
４
回
定
例
議
会
が
、
平
成
25
年
８
月
30
日
（
金
）
よ
り
、
９
月
30
日
（
月
）
ま
で
の
32
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

９
月
議
会
は
、
決
算
認
定
・
補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
等
の
審
議
（
提
出
議
案
は
、
市
長
提
出
７
件
、
議
員
提
出
１
件
、
認
定
９
件
）
を
行
い
ま
し
た
。

公
明
党
市
議
団
は
、
今
議
会
に
お
い
て
も
、
市
民
の
代
弁
者
と
し
て
、
生
活
者
優
先
の
住
み
よ
い
活
力
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
各
常
任
委
員
会
討

議
・
一
般
質
問
を
行
い
、
市
長
を
中
心
と
す
る
執
行
部
に
対
し
て
徹
底
的
に
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

安心とにぎわい みんなにあたたかい

日本一のコンパクトシティ蕨

《ま ち の 将 来 像》

(１)安全で安心して暮らせるまち

(２)豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち

(３)みんなにあたたかく健康に生活できるまち

(４)にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち

(５)快適で過ごしやすく環境にやさしいまち

(６)一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち

ま ち づ く り の 基 本 フ レ ー ム （ 人 口 ・ 都 市 形 成 ）

みんなで未来の蕨を創る

ま ち づ く り の 理 念

(１)安全で安心で

きるまちをつくる

(２)にぎわいあふ

れる元気なまちを

つくる

(３)みんなにあた

たかくだれもが住

みやすいまちをつ

くる

ま ち づ く り の 基 本 目 標

「コンパクトシティ蕨」将来ビジョン推進のために

ま ち づ く り の 基 本 方 向

蕨
市
議
会
・
平
成
25
年
第
４
回
（
９
月
）
蕨
市
議
会
定
例
会

「コンパクトシティ蕨」将来ビジョン
蕨市将来構想（素案）構成図

（公明新聞抜粋）


